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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
TRK融合遺伝子(TFG)は、染色体転座により神経成長因子受容体(TBK)遺伝子に融合した
新しい遺伝子として、リンパ腫と軟部組織腫癌で発見された。その後、 TFGは単独で正常組織
に発現していることが明らかとなった　TFGは中枢神経系でも発翼しているが、中枢神経系に
おけるTFGの機能や局在についてはよく分かっていない。本研究では、 TFGに対する抗体を作
製し、ラット脳幹部、小脳、脊髄におけるTFGの分布図を行ったO　その結果、
1 ) TFG免疫反応は特定の脳髄域に存在する神経細胞の細胞体と神経突起に認められた。
2) TFG免疫陽性神経細胞は、縫腺核、巨大細胞網様核、青斑核、三叉神経核、内耳神経核、
迷走神経背側運動核、小脳のプルキンエ細胞や脊髄前角の運動神経に観察された。
3)背側縫線核ではセロトニン陽性細胞の44%がTFG陽性細胞であった。
4)脊髄では頭髄、胸髄、腰髄を調べたところ、いずれの憤域でも前角の運動神経にTFG陽性
反応が観察された。
以上の結果は、 TFGがセロトニン神経系、ノルアドレナリン神経系、運動神経系、小脳神経
回路において重要な働きをしていることを示唆している。
本論文は、中枢神経系におけるTFGの局在について新しい知見を与えたものであり、最終試験
として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと
認められた。
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